
2027 APAC HPC-AI Competition 出場支援プログラム 募集要項 

 

１．趣旨 

  学生向け計算科学分野国際コンペティションにおいて日本の学生の出場が非常に少ない状況を

打破するため、大会出場の経験を通じて国際的な視野を広げ、世界的に活躍できる HPC 人

材、AI 人材の育成を目指して、日本国内の大学、大学院、高等専門学校等に在籍する学生を

対象に、理化学研究所（以下、「理研」とする）のサポートのもと、2027 APAC HPC-AI 

Competition※1 へ出場するチームを募集する。 

  ※1 HPC-AI Advisory Council が主催で毎年実施している、ハイパフォーマンスコンピューティング

（HPC）と AI に関する技術を競うアジア太平洋地域の学生向けの国際大会。第 9 回目となる 2026

年大会には 49 チームが参加している。総合優勝チームには、翌年 6 月頃に欧州で開催される ISC 

Student Cluster Competition（ISCSCC）への出場権が与えられる。 

 

２．支援対象  

  3～6 名の学生メンバー及びコーチ（指導教官等）1～2 名で構成されたチームについて、数チ

ームを支援する。 
また、すべての学生メンバーは、2027 年 4 月からコンペティション表彰式開催（2028 年 1

月～3 月）時点までの期間において、日本国内の大学、大学院、高等専門学校等の教育機関に

在籍していなければならない。 

※ 高専生においては、2027 年 4 月時点で本科生 4 年次以上または専攻科生であること。 

※ 2026 年度に高専本科 3 年次及び高校生の場合は、理研規程により 2026 年度内の 
 支援内容が一部制限される。 

※ 2028 年 6 月頃に開催される ISC Student Cluster Competition（ISCSCC）出場を見据

える場合は、学生メンバー6 名での編成を強く推奨する。 

 【備考】 

  ・チームメンバーには、日本国籍の学生を 1 人以上含めること。 

  ・募集期間終了後のチームメンバーの変更は原則認めない。 

  ・支援チームとして採用された後に、正当な理由なく大会への出場を取りやめる場合は、その

時点で支援を打ち切り、それまでの助成額の返還を求めることがある。 



また、助成にかかる必要書類の提出について、正当な理由なく遅延、未提出がある場合は、

その時点で採用を取り消すこととする。 

  ・理研によるサポートチームとして採用されない場合でも、本コンペティションへ出場するこ

とは可能。（ただし、理研からのサポートはなし） 

 

３．主な支援内容 

  ・学生メンバーの SCA2027（2027 年 3 月、シンガポール）の参加費、旅費、宿泊費（学年 

により参加制限あり） 

・学生メンバーの SCA2028（2028 年 1～3 月、開催地未定）の参加費、旅費、宿泊費(上位 

入賞チームのみ) 

  ・理化学研究所計算科学研究センター（R-CCS）への旅費等 

  ・大会に向けたトレーニングを目的とした計算資源の提供 

 【備考】 

  ・助成額については、理研の規程に基づいて決定する。特に宿泊費については、行程上宿泊が

必要な場合に限り助成する。 

  ・コーチとなっている理研外部の教員においては、本プログラムによる旅費等の助成対象外と

なるため、発生した必要経費については所属機関にて負担すること。 

  ・自己都合による出張旅程の変更、キャンセルがあり、交通費や宿泊料等にキャンセル料・差

額が発生した場合は自己負担とする。 

 

４．支援期間 

  概ね 2026 年 12 月～2028 年 3 月とする。 

  【主なスケジュール（仮）】 

－2026 年 11 月中旬：理研サポートチーム確定 

－2026 年 12 月下旬：キックオフミーティング（開催地：R-CCS） 

－2027 年 3 月 1～4 日：Opening Workshop＠SCA2027（開催地：シンガポール） 

   －2027 年 5 月中旬：APAC HPC-AI Competition への参加登録期限 

   －2027 年 5 月下旬：練習用システムへのアクセス開始 



－2027 年 6 月～7 月：大会主催者によるオンライントレーニング（参加は任意） 

－2027 年 8 月～：課題の詳細発表、大会使用システムへのアクセス開始  

－2027 年 8 月下旬：中間報告・意見交換会   

－2027 年 10 月下旬：実行結果提出・プレゼンテーション 

－2027 年 11 月中旬：最終結果発表 

   －2028 年 1～3 月頃：表彰式＠SCA2028（開催地：未定） 

   －2028 年 2 月下旬：クロージングミーティング（開催地：R-CCS） 

  【備考】 

   ・開催地に記載のないものは全て原則オンラインで実施する。 

 

５．応募手続 

   応募期限：2026 年 10 月 25 日(日)  

   応募方法：Form1（Word ファイル）を作成し、下記の応募フォームから必要事項を入力の

上、提出すること。（全て英語で作成・記入すること） 

    フォーム：https://forms.gle/d6NJ2NYvBKEYMD617  

 【個人情報の取扱について】 

  提出された書類は、国立研究開発法人理化学研究所プライバシーポリシーに則り厳重に管理

し、支援チーム選考の用途に限り使用する。これらの個人情報は正当な理由なく第三者への開

示、譲渡及び貸与することは一切ない。また、応募書類は返却しない。 

   

６．選考 

  応募チーム多数の場合は、以下の人材像に基づき書類選考を行う。なお、応募数に関わらず、

応募内容を総合的に評価した結果、採用に至らない場合がある。 
選考結果は採否に関わらず 11 月中を目途に応募者宛てに通知する。 

 

 

 【求める人材像】 

  （1）HPC・AI 分野に対して強い興味・関心を持ち、コンペティションへの参加を通じて技術

https://forms.gle/d6NJ2NYvBKEYMD617
https://www.riken.jp/privacy/


や知識をさらに深めたいという意欲を持っていること。これまでに当該分野の学習経験

があり、下記の技術・知識を有していることが望ましい。 

    ・C/C++及び Python を使用したプログラミング 

    ・Linux を使用したファイルのコピー、削除、検索、編集作業 

    ・MPI 及び OpenMP を使用した並列プログラミングの基本的な経験 

    ・HPC 及び AI についての基礎知識 

  （2）チームメンバーと協力して競技・プレゼンテーションに取り組み、課題解決に向けて前

向きに挑戦できる姿勢であること。 

  （3）英語を活用して自分の考えた意見を積極的に発信する力があること。（内容を伝えようと

する姿勢を重視しており、英語力そのものではなくコミュニケーションへの意欲を重視

する。） 

  （4）APAC HPC-AI Competition 出場支援プログラムを円滑に進めるために、理研職員や他

チームメンバー等と連携、協調するコミュニケーション能力があること。 

 

７．その他 

  ・コンペティションにおける使用言語は全て英語である。また、理研との手続き・事務連絡に

ついては日本語を使用する。 

  ・支援チームとして採用された場合は、学生メンバーに対して理研の研修生の身分を付与する

予定である。諸手続きに際して所属機関の協力が必要となるため、応募にあたっては、所属

機関における指導教員（あるいはそれに準じる者）及びチームコーチの双方から本プロジェ

クトへの参加について事前に了承を得ておくこと。 

  ・支援プログラムにおいて不測の事態が発生した場合は、理研の規程に照らして対応する。 

  ・理研の広報活動に対してできる限り協力すること。 

 

８．問い合わせ先 

 理化学研究所 計算科学研究推進部 アウトリーチグループ 

 担当：多田、木村 

  r-ccs-koho [at] ml.riken.jp 

※ メール送信時には[at]を@にご変更ください 


